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Title






























































































































































































る『海洋時代』（東海大学出版会 1974 年、316 頁）には、「わが思い出」に始まる幾多の名文がつづら
れているので参照されたい。また、防災研を含めて速水教授時代の海洋講座関係の海洋学・陸水学分野の






























































 なお、多くの人達に好かれた国司先生は 2010 年 6 月、病気のため逝去された。私はちょうどこの原稿
の準備をする時期であったので、ここにご冥福をお祈りする次第である。 
５．今里哲久教授の時代から淡路敏之教授の現在へ 
第四代は今里哲久教授が担任した。1989 年－1999 年、今里教授、淡路敏之助教授（1974 年修士修）を
中心として、研究・教育が進められた。1990年に今脇助手の鹿児島大（後に九大）転出後に秋友和典助手





























である Journal of Oceanography (JO)の編集委員長としては、今脇資郎（1999-2002）が活動した。評議
員経験者は多数ある。また、日本海洋学会秋季大会を京都で、速水教授（1957年と1963年）、国司教授（1972
年と1984年）、今里教授（1998年）、淡路教授（2009年）が、大会委員長として開催した。 
 賞としては、日本海洋学会賞を平野敏行（1985）、川合英夫（1987）、鳥羽良明（1989）が受賞した。日
本海洋学会岡田賞受賞者は、国司秀明（1964）、杉本隆成（1976）、秋友和典（1991）、酒井敏（1992）、Bo Qiu
（1993）、藤尾伸三（2000）、市川香（2001）、中村知裕（2007）、同日高論文賞受賞者は、小田巻実（1992）、
武岡英隆（1999）、市川洋（2006）である。また永年の貢献に対する同宇田賞を、鳥羽良明（2005）、今脇
資郎（2009）が受賞している。 
